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　１月25日（日），厳しい寒さの中，三和中学校グラウンド
で平成21年神石高原町消防団出初式が挙行されました。各方
面隊より消防団員が一堂に会し，広島県議会議員を始め，多数
のご来賓ご臨席の中で盛大に行われました。
　式では，27名の新入団員並びに役員任命辞令交付や広島県
知事表彰等各種表彰状授与が行われるとともに，消防団員によ
る分列行進を行いました。
　本年は役員改選が行われ，内藤新団長のもと新たな役員体制
により消防団活動を行い，火災のない１年になるよう予防消防
に徹します。

正副消防団長は次の方々です。
 〈敬称略〉

消防団長 内藤　　栄
副団長（油木方面隊長） 前原　　等
副団長（神石方面隊長） 米山　　正
副団長（豊松方面隊長） 橋本　輝久
副団長（三和方面隊長） 山本　尚良

新団長の抱負
　この度，梶尾前団長の後任として，消防団長の命を受けた内藤栄です。
　神石高原町消防団は全国の消防団が抱える問題と同じく，団員の減少及び
サラリーマン団員の増加等により機動力の衰退が懸念されています。神石高
原町消防団としては，団員確保は必須条件ではありますが地域格差を解消す
るための分団の再編及び隣接地域の出動範囲の見直し等，諸対策を検討する
必要があると思われます。
　このような状況下において，まず，団員個々の力量の向上が消防団全体の
力になると確信しております。訓練に励み，団員一致団結し，地域住民の期
待に応えるよう予防消防に徹し，火災のない明るい町をめざす所存でありま
すので引き続き皆様方のご理解とご支援を賜りますようよろしくお願いいた
します。

神石高原町消防団長

内藤 　栄
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油
木
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
、
１
月

18
日
に
南
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
広
島
市
）
で

行
わ
れ
た
県
予
選
会
の
決
勝
で
広
島
市
の
強
豪
、

安
佐
南
中
学
校
に
善
戦
し
、
破
れ
は
し
た
も
の

の
県
代
表
と
し
て
、
２
月
14
・
15
日
に
行
わ
れ

る
第
５
回
中
国
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

中
国
５
県
か
ら
勝
ち
抜
い
た
各
県
の
代
表
男
女
各

２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ー
ク
総
合
体
育
館
（
山
口
市
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

油
木
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
１
、２

年
生
あ
わ
せ
て
７
名
と
少
数
で
す
が
、
鍛
え
ら
れ

た
レ
シ
ー
ブ
力
と
鋭
い
ア
タ
ッ
ク
で
、
油
木
中
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
１
日
、
油
木
体
育
館
で
神
石
高
原
町
卓
球
大

会
が
開
催
さ
れ
、
総
勢
60
名
の
選
手
が
参
加
。
日
頃

の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
い
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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）
内
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所
属
体
協
、
ま
た
は
学
校
名
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Ａ　
　

準
優
勝　

油
木
Ａ

【
個
人
戦
】

　
（
一　

般
・
男
子
の
部
）　

優　

勝　

山
本　

大
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ニ
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５
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ー
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熱
戦
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神
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大
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戦
争
末
期
、
旧
高
蓋
村
に
学
童
集
団
疎
開
を
し
た
呉
市
立

辰
川
国
民
学
校
の
女
子
児
童
た
ち
を
描
い
た
手
作
り
の
劇
を

高
蓋
小
学
校
６
年
生
10
人
が
１
月
31
日
、
学
習
発
表
会
で
上

演
し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
６
月
か
ら
こ
の
疎
開
に
つ
い
て
学

習
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
、
当
時
引
率

し
た
教
員
奥
野
シ
ズ
エ
さ
ん
（
故
人
）
が
終
戦
時
の
心
情
を

詠
ん
だ
短
歌
な
ど
を
調
べ
、
台
本
を
書

き
、
親
と
離
れ
る
戦
争
の
つ
ら
さ
や
平

和
の
大
切
さ
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
の
方
や
保
護
者
の
前

で
堂
々
と
演
技
を
し
、
観
客
も
当
時
を

懐
か
し
む
人
や
思
わ
ず
当
時
を
思
い
出

し
目
頭
を
押
さ
え
る
人
も
お
ら
れ
ま
し

た
。

64
年
前
の
学
童
集
団
疎
開
を
劇
に

　

２
月
６
日
、
80
歳
以
上
で
20
本
以
上
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う

８
０
２
０
運
動
の
達
成
者
に
府
中
・
神
石
地
区
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会

か
ら
表
彰
が
あ
り
、
牧
野
町
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
前
年
を
７
人
上
回
る
25
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
み
な
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
も
歯
磨
き
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
達
成
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

い
つ
ま
で
も
元
気
な
歯
は
日
々
の
お
手
入
れ
か
ら　

８
０
２
０
表
彰

団体優勝チーム　三和Aのみなさん

赤
木　

定
士
（
安　
　

田
）
向　

登
代
子
（
時　
　

安
）
大
石　

敦
子
（
小　
　

畠
）

川
上　

桃
代
（
西
油
木
）
矢
田
貝　

德
（
上
豊
松
）
木
野
山
マ
ス
エ
（
高　
　

蓋
）

田
原　

康
男
（
高　
　

蓋
）
伊
藤
小
百
合
（
相　
　

渡
）
中
平　

克
之
（
有　
　

木
）

多
賀　

昭
子
（
井
関
・
大
矢
）
山
内　

知
則
（　

牧　

）
川
上　

鶴
子
（
時　
　

安
）

平
元　

禮
治
（
時　
　

安
）
児
玉　

貞
子
（
相　
　

渡
）
花
屋　
　

堅
（
時　
　

安
）

川
上　

信
子
（
井
関
・
大
矢
）
福
場　

寿
三
（
福　
　

永
）
山
本　

吉
男
（
小　
　

畠
）

橋
本
ミ
ヨ
子
（
有　
　

木
）
川
上　

正
明
（　

牧　

）
竹
中　
　

博
（
福　
　

永
）

内
藤　

常
子
（
東
油
木
）
江
草　

芳
子
（
井
関
・
大
矢
）

實
原　

昭
枝
（
い
ち
ば
）
上
川
キ
ク
ヨ
（
小　
　

畠
）


